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居住（担当）地域の暮らしやすさ

調査区分
質問内容 頁

地域との「つながり」を感じるとき

「つながり」を実感できるため、より推進すべきこと

地域福祉活動に参加したきっかけ

居住地域の暮らしやすさを感じる点

より暮らしやすい地域であるために必要なこと

地域との「つながり」の実感

地域課題の解決に必要だと思うこと

福祉専門職による地域福祉活動への支援

地域福祉活動に参加した際の負担

地域福祉活動に求められていると感じること

地域福祉活動が抱える一番の課題

知っている権利擁護の制度・事業

地域福祉に関する実態調査 共通質問項目

大規模災害発生時を想定した地域での備え

知っている防災に関する取り組み

見守り活動の課題

生活困窮者相談窓口の認知度

虐待が疑われる状況を発見した時の通報

虐待の通報先の認知度

虐待の通報をためらう理由

社会資源を活用しやすくするために必要なこと

社会資源の情報を得るための効果的な方法

災害発生時に支援や配慮の必要となる人物の把握

地域福祉活動への参画主体

地域福祉活動の参画主体に期待すること

地域福祉活動に活用したい社会資源

地域課題の解決に取り組む体制



居住（担当）地域の暮らしやすさ

感じる

34.3%

ある程度感じる

49.8%

あまり感じない

9.7%

感じない

2.5%

無回答

3.7%

【世論_質問１】

感じる

45.7％

ある程度感

じる

47.6％

あまり感じない

4.5％

感じない

0.4％

無回答

1.8％

【推進役_質問１】

感じる

18.9%

ある程度

感じる

69.2%

あまり

感じない

10.6%

感じない

0.8%
無回答

0.5%

【専門職_質問１】

1



居住（担当）地域の暮らしやすさを感じる点　（複数選択）

33.6

25.8

9.1

17.4

86.2

20.1

34.3

4.5

18.8

3.8

0.4

0 20 40 60 80 100

近くに家族、親類がいる点

近所や地域とのつながりがある点

地域活動やボランティア活動が活発な点

福祉や医療サービスが充実している点

買い物や通勤・通学など日常生活が便利な点

静けさや緑が多いなど、環境がよい点

治安がよいなど、安心して住める点

公共施設や道路のバリアフリーが進んでいる点

公園や図書館、スポーツセンターなど公共施設が充実している点

その他

無回答

（％）
【世論_質問1-1】

35.9

77.2

58.6

35.2

82.9

19.3

43.3

4.6

19.5

5.9

0.2

0 20 40 60 80 100

近くに家族、親類がいる点

近所付き合いや地域とのつながりがある点

地域活動やボランティア活動が活発な点

福祉や医療サービスが充実している点

買い物や通勤・通学など日常生活が便利な点

静けさや緑が多いなど、環境がよい点

治安がよいなど、安心して住める点

公共施設や道路のバリアフリーが進んでいる点

公園,図書館,スポーツセンター等公共施設が充実している点

その他

無回答

（％）【推進役_質問1-1】

61.9

58.2

34.1

51

16.9

21.2

6

19.8

3.2

0 20 40 60 80 100

近所付き合いや地域とのつながりがある点

地域活動やボランティア活動が活発な点

福祉や医療サービスが充実している点

買い物や通勤・通学など日常生活が便利な点

静けさや緑が多いなど、環境がよい点

治安がよいなど、安心して住める点

公共施設や道路のバリアフリーが進んでいる点

公園や図書館、スポーツセンターなど公共施設が充実している点

その他

（％）
【専門職_質問1-1】
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より暮らしやすい地域であるために必要なこと（複数選択）

15.6

27.1

14.5

42.4

42.7

28.4

50.7

21.7

25.8

6.1

1.5

25.6

0 20 40 60 80

近くに家族、親類がいること

近所付き合いや地域とのつながりがあること

地域活動やボランティア活動が活発であること

福祉や医療サービスが充実していること

買い物や通勤・通学など、日常生活が便利であること

静けさや緑が多いなどの環境がよいこと

治安がよく安心して住めること

公共施設や道路のバリアフリー化が進んでいること

公園や図書館、スポーツセンターなど公共施設が充実すること

その他

わからない

無回答

（％）【世論_質問2】

14.3

51.6

41.2

48.2

50

25.5

52.9

28.6

28.4

5.7

0.2

27.8

0 20 40 60 80

近くに家族、親類がいること

近所付き合いや地域とのつながりがあること

地域活動やボランティア活動が活発であること

福祉や医療サービスが充実していること

買い物や通勤・通学など、日常生活が便利であること

静けさや緑が多いなど、環境がよいこと

治安がよく安心して住めること

公共施設や道路のバリアフリー化が進んでいること

公園,図書館,スポーツセンターなど公共施設が充実すること

その他

わからない

無回答

（％）【推進役_質問2】

71.5

58.3

55.6

54

24.7

57.6

41.9

26.8

6.8

0.5

0 20 40 60 80

近所付き合いや地域とのつながりがあること

地域活動やボランティア活動が活発であること

福祉や医療サービスが充実していること

買い物や通勤・通学など日常生活が便利であること

静けさや緑が多いなどの環境がよいこと

治安がよく安心して住めること

公共施設や道路のバリアフリー化が進むこと

公園や図書館、スポーツセンターなど公共施設が充実すること

その他

無回答

（％）【専門職_質問2】
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地域との「つながり」を感じることがあるか

「つながり」のある地域かどうか

ある

19.9%

たまにある

34.2%

あまりない

28.5%

ない

14.3%

無回答

3.1%

【世論_質問3】

ある

75.5％

たまにある

20.4％

あまりない

1.4％

ない

0.4％

無回答

2.2％

【推進役_質問3】

そう思う

15.2%

ある程度そう思う

71.0%

あまりそう思わない

13.1%

無回答

0.8%

【専門職_質問3】

「そう思わない」 0％
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地域との「つながり」を感じるとき（複数選択）

「つながりのある地域」だと思う理由（複数選択）

86.4

36.1

32.8

11

37.4

17.3

4.3

0.5

0 20 40 60 80 100

近所の人とあいさつをするとき

近所の人とお土産やいただきものをやりとりするとき

近所の人に日常の見守りや声かけをされたとき

地域の人に困りごとなどの相談をする（相談にのる）とき

お祭りなどの地域の行事に参加するとき

地域活動やボランティア活動に参加するとき

その他

無回答

（％）【世論3-1】

85.1

41.5

51.3

57.2

72.8

81.1

3.6

0.2

0 20 40 60 80 100

近所の人とあいさつをするとき

近所の人とお土産やいただきものをやりとりするとき

近所の人に日常の見守りや声かけをされたとき

地域の人に困りごとなどの相談をする（相談にのる）とき

お祭りなどの地域の行事に参加するとき

地域活動やボランティア活動に参加するとき

その他

無回答

（％）【推進役3-1】

43.1

66.9

60.4

62.8

39.3

1.5

0 20 40 60 80 100

近隣の住民同士のあいさつや声かけがあるから

地域における日常の見守り活動があるから

地域に困りごとなどの相談をする人がいるから（場があるから）

お祭りなどの地域の行事が開催され多くの人が参加しているから

地域活動やボランティア活動が活発に行われているから

その他

（％）【専門職3-1】

5



「つながり」を実感できるため、より推進すべきこと（複数選択）

62.4

43.3

49.4

22

34.1

5.5

0.8

30

0 20 40 60 80

近隣の住民同士で普段からあいさつや声かけをすること

お祭りなどの地域の行事などに参加すること

地域福祉活動やボランティア活動に参加すること

広報誌などで「つながり」の重要性を周知すること

地域福祉の推進役などが普段の困りごとの相談にのること

その他

わからない

無回答

（％）【推進役_質問4】

73.2

40.2

60.1

27.3

55.6

7.1

1

0.5

0 20 40 60 80

近隣の住民同士で普段からあいさつや声かけをすること

お祭りなどの地域の行事などに参加すること

地域福祉活動やボランティア活動に参加すること

広報誌などで「つながり」の重要性を周知すること

地域福祉の推進役などが普段の困りごとの相談にのること

その他

わからない

無回答

（％）【専門職_質問4】

6



地域福祉活動に参加したきっかけ（複数選択）

33.2

40.6

14.5

8.1

23.5

3.5

18.5

17.5

9.2

10.1

12.3

0 20 40 60

友人・知人に誘われたから

活動場所が近所にあったから

内容が楽しそうだったから

健康に良さそうだったから

団体の中に自分の役割があるから

生きがいを得たかったから

地域や社会に貢献したかったから

人と関わりを持ちたかったから

自分の経験・能力を活かすことができると思ったから

その他

無回答

（％）【世論_質問8-1】

54.5

28.4

3.9

4.1

40.2

10.4

47.1

31.2

20.4

12.4

0.4

0 20 40 60

友人・知人に誘われたから

活動場所が近所にあったから

内容が楽しそうだったから

健康に良さそうだったから

団体の中に自分の役割があるから

生きがいを得たかったから

地域や社会に貢献したかったから

人と関わりを持ちたかったから

自分の経験・能力を活かすことができると思ったから

その他

無回答

（％）【推進役_質問5】

7



地域福祉活動に参加した際に感じた負担（複数選択）

地域福祉活動を担う上での負担（複数選択）

31.2

10.8

4.4

10.8

16.8

14.5

7.2

28.6

11.5

0 20 40 60

時間が取られること

体力を使うこと

活動内容について相談できる人（機関）がいないこと

一緒に参加する仲間がいないこと

人間関係が難しいこと

気軽に参加しにくいこと

その他

特にない

無回答

（％）【世論_質問8-2】

52.4

14.3

4.5

25.7

34.3

38

10.4

11.8

2.4

0 20 40 60

時間が取られること

体力を使うこと

活動内容について相談できる人（機関）がいないこと

一緒に活動する仲間が少ないこと

人間関係が難しいこと

責任が重いこと

その他

特にない

無回答

（％）【推進役_質問7】

8



地域福祉活動に求められていると思うこと（複数選択）

75.5

36.1

47.3

70.8

42

36.9

53.9

39.4

7.3

11.8

1.8

2

1

0 20 40 60 80

日常の見守り活動

こどもを支援する活動（こども食堂やこどもの学習支援など）

子育てを支援する活動

高齢者を支援する活動

障がいのある方を支援する活動

介護者や介助者を支援する活動

地域防災及び防犯などに関する活動

地域の高齢者とこどもとの世代間交流活動

市民後見人活動

外国籍住民・留学生等について交流や支援をする活動

その他

わからない

無回答

（％）【推進役_質問8】

69.7

51.3

57.1

61.4

58.3

41.2

53

46

15.2

34.1

4

1.5

0.5 

0 20 40 60 80

日常の見守り活動

こどもを支援する活動（こども食堂やこどもの学習支援など）

子育てを支援する活動

高齢者を支援する活動

障がいのある方を支援する活動

介護者や介助者を支援する活動

地域防災及び防犯などに関する活動

高齢者とこどもとの世代間交流活動

市民後見人活動

外国籍住民・留学生等について交流や支援をする活動

その他

わからない

無回答

（％）
【専門職_質問5】

9



地域福祉活動が抱える一番の課題

86.3

0.8

4.7

2

1.8

1.8

1.2

1.2

0 20 40 60 80 100

活動の担い手不足（担い手の高齢化を含む）

活動場所の不足

活動資金の不足

地域福祉活動の担い手を支える福祉専門職の人材不足

専門職との協議の場の不足

その他

わからない

無回答

（％）
【推進役_質問9】

76.8

1.5

3

9.6

2.5

3.3

3

0.3

0 20 40 60 80 100

活動の担い手不足（担い手の高齢化を含む）

活動場所の不足

活動資金の不足

地域福祉の担い手を支える福祉専門職の人材不足

専門職との協議の場の不足

その他

わからない

無回答

（％）
【専門職_質問6】

10



地域課題の解決に取り組む体制

整っている
4.3%

ある程度整っている
61.8%

整っていない
29.0%

わからない
3.9%

無回答
1.0%

【推進役_質問10】

整っている

5.3%

ある程度整っている

60.9%

整っていない

27.8%

わからない

5.8%

無回答

0.3%

【専門職_質問7】
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地域課題の解決に必要だと思うこと

84.3

15.7

35.5

46.5

54.7

6.5

1.8

0.8

0 20 40 60 80 100

活動の担い手の養成

活動場所

活動資金

社会福祉協議会など福祉専門職による支援

行政による支援

その他

わからない

無回答

（％）【推進役_質問11】 （複数選択）

62.1

0.8

7.3

10.1

12.9

6.3

0.5

0 20 40 60 80 100

活動の担い手の養成

活動場所

活動資金

社会福祉協議会など福祉専門職による支援

行政による支援

その他

無回答

（％）

【専門職_質問8】 （択一）

12



福祉専門職による地域福祉活動への支援に期待すること

地域福祉活動へ最も求められていると思う支援

12.1

3.8

7.3

4.5

3

35.1

13.4

13.6

2.8

3.8

0.5

0 20 40 60 80

団体や活動者に対する地域福祉活動にかかる助言

活動者を対象とした会議や研修などの開催

地域課題を解決するための会議への参画

新たな活動の立ち上げ支援

広報啓発活動への支援

地域福祉活動の担い手の養成への支援

地域資源の開発

活動継続への後方支援

その他

わからない

無回答

（％）

【専門職_質問9】 （択一）

50.4

27.8

32

14.7

18.2

60

18.2

48.6

3.3

4.3

3.1

0 20 40 60 80

団体や活動者に対する地域福祉活動にかかる助言

活動者を対象とした会議や研修などの開催

地域課題を解決するための会議への参画

新たな活動の立ち上げ支援

広報啓発活動への支援

地域福祉活動の担い手の養成への支援

地域資源の開発

活動継続への後方支援

その他

特にない

無回答

（％）

【推進役_質問14】 （複数選択）
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住民、地縁団体、行政・社協以外の地域福祉活動への参画主体（複数選択）

29.6

35.1

13.9

6.1

23.5

14.9

3.3

0 20 40 60 80

地域にあるボランティア団体やＮＰＯ法人

地域にある社会福祉法人（社会福祉施設など）

地域にある企業や個人事業主

その他

特にない

知らない

無回答

（％）【推進役_質問15】

61.4

63.9

26.3

2.3

4

5.6

0.8

0 20 40 60 80

地域にあるボランティア団体やＮＰＯ法人

地域にある社会福祉法人（社会福祉施設など）

地域にある企業や個人事業主

その他

特にない

知らない

無回答

（％）【専門職_質問11】

14



住民、地縁団体、行政・社協を除く地域福祉活動の参画主体に期待すること

（複数選択）

39.4

41.8

34.7

45.1

2.4

12

6.1

0 20 40 60 80

専門性（知識やノウハウ）を活かした活動

豊富な人材を活かした活動

資金協力（行事への協賛など）

継続的な参画

その他

特にない

無回答

（％）【推進役_質問16】

52.5

51

36.6

66.2

2.5

2

0.8

0 20 40 60 80

専門性（知識やノウハウ）を活かした活動

豊富な人材を活かした活動

資金協力（行事への協賛など）

継続的な参画

その他

わからない

無回答

（％）【専門職_質問12】

15



地域福祉活動に活用したい社会資源（複数選択）

75.5

26.9

40.6

24.7

38.2

27.6

50.4

17.3

2.9

3.7

3.7

0 20 40 60 80

町会・地域社協などの地縁団体

地域にあるボランティア団体やＮＰＯ法人

地域にある社会福祉法人（社会福祉施設など）

地域にある企業や個人事業主

地域にいる専門的なスキルを有する人材

市内の大学や専門学校などに通う学生

地域にある地域集会施設やコミュニティ施設

空き家や空き店舗

その他

特にない

無回答

（％）【推進役_質問17】

54.8

54

48.7

49.5

49.2

44.4

44.7

38.9

2.5

3.8 

1.8 

0 20 40 60 80

町会・地域社協などの地縁団体

地域にあるボランティア団体やＮＰＯ法人

地域にある社会福祉法人（社会福祉施設等）

地域にある企業や個人事業主

地域にいる専門的なスキルを有する人材

市内の大学や専門学校などに通う学生

地域にある地域集会施設やコミュニティ施設

空き家や空き店舗

その他

わからない

無回答

（％）【専門職_質問13】

16



社会資源を活用しやすくするために必要なこと

60.2

48.2

27.8

15.9

0.8

9

4.9

0 20 40 60 80

地域にある社会資源の情報

人材の交流の場

活用に要する手続きの簡素化

活用に要する費用の低廉化

その他

わからない

無回答

（％）

【推進役_質問18】 （複数選択）

45.7

34.6

9.1

6.8

1.8

1.8

0.3

0 20 40 60 80

地域にある社会資源の情報

人材の交流の場

活用に要する手続きの簡素化

活用に要する費用の低廉化

その他

わからない

無回答

（％）
【専門職_質問14】 （択一）

17



社会資源の情報を得るための効果的な方法（複数選択）

86.8

59.3

50.2

5.4

2

0 20 40 60 80 100

地域の回覧板や広報誌

公共施設、商業施設などの掲示板、ポスター

区役所、ＮＰＯ、ボランティア団体などのホームページ、ＳＮＳ

その他

無回答

（％）
【推進役_質問18-1】

78.5

62.4

64.6

6.6

0 20 40 60 80 100

地域の回覧板や広報誌

公共施設、商業施設などの掲示板、ポスター

区役所、ＮＰＯ、ボランティア団体などのホームページ、ＳＮＳ

その他

（％）【専門職_質問14-1】

18



災害発生時に支援や配慮の必要となる人物の把握

知っている

27.7%

知らない

66.6%

無回答

5.7%

【世論_質問11】

知っている

85.1%

知らない

12.2%

無回答

2.7%

【推進役_質問19】

19



大規模災害発生時を想定した地域での備え（複数選択）

69.8

33.3

25.5

41.9

56.3

68.8

38.9

28.5

2.7

4.5

2.3

0 20 40 60 80 100

近所の人とあいさつをする程度の関係はつくっておくこと

避難するのに支援が必要な人が誰であるか把握しておくこと

住民同士で互いの家庭状況についてある程度知っておくこと

地域で用意している救助資材の内容や管理場所を知っておくこと

ハザードマップなどで地域の危険な場所を知っておくこと

地域の災害時避難所を知っておくこと

警戒レベル（５段階）などの防災情報の意味を知っておくこと

防災訓練に参加すること

その他

わからない

無回答

（％）【世論_質問12】

78.4

86.1

65.7

62.7

67.1

82.7

55.5

75.1

7.1

0.2

1

0 20 40 60 80 100

近所の人とあいさつをする程度の関係はつくっておくこと

避難するのに支援が必要な人が誰であるか把握しておくこと

住民同士で互いの家庭状況についてある程度知っておくこと

地域で用意している救助資材内容や管理場所を知っておくこと

ハザードマップなどで地域の危険な場所を知っておくこと

地域の災害時避難所を知っておくこと

警戒レベル（５段階）などの防災情報の意味を知っておくこと

防災訓練に参加すること

その他

わからない

無回答

（％）【推進役_質問20】

76.8

82.1

52.8

65.7

79.8

78.3

51

69.4

4.0 

0.5 

0 20 40 60 80 100

近所の人とあいさつをする程度の関係はつくっておく

避難するのに支援が必要な人が誰であるか把握しておく

住民同士で互いの家庭状況についてある程度知っておく

地域で用意している救助資材内容や管理場所を知っておく

ハザードマップなどで地域の危険な場所を知っておく

地域の災害時避難所を知っておく

警戒レベル（５段階）などの防災情報の意味を知っておく

防災訓練に参加する

その他

無回答

（％）【専門職_質問15】

20



認知している防災に関する取り組み（複数選択）

12.4

8.3

6.1

4.1

34.7

42

3.3

5

20.5

2.7

4.3

28.4

6.8

0 20 40 60 80

大阪市地域防災計画

区地域防災計画

地区防災計画

大阪市避難行動要支援者避難支援計画（全体計画）

市民防災マニュアル（保存版）

水害ハザードマップ

避難行動要支援者名簿

福祉避難所

津波避難ビル・水害時避難ビル

大規模災害時協力事業所

自主防災組織

すべて知らない

無回答

（％）【世論_質問13】

34.7

51

54.1

25.7

63.1

60

55.1

28.8

40

15.9

45.9

2.4

2.9

0 20 40 60 80

大阪市地域防災計画

区地域防災計画

地区防災計画

大阪市避難行動要支援者避難支援計画（全体計画）

市民防災マニュアル（保存版）

水害ハザードマップ

避難行動要支援者名簿

福祉避難所

津波避難ビル・水害時避難ビル

大規模災害時協力事業所

自主防災組織

すべて知らない

無回答

（％）【推進役_質問21】

21



見守り活動の課題

25.7

16.7

44.5

8.8

1.6

0.8

1.8

0 20 40 60 80 100

見守りの対象となる世帯の増加

地縁関係の希薄化

担い手の不足（担い手の高齢化）

見守り活動の認知不足

その他

わからない

無回答

（％）【推進役_質問22】（択一）

34.8

57.8

83.8

35.4

5.8

2.5

0.3

0 20 40 60 80 100

見守りの対象となる世帯の増加

町会などの地縁関係の希薄化

担い手の不足（担い手の高齢化）

見守り活動の認知不足

その他

わからない

無回答

（％）
【専門職_質問17】（複数選択）

22



区役所の生活困窮者相談窓口の認知度

利用したことがある

3.8%

知っているが、利用し

たことはない

29.8%

知らない

62.2%

無回答

4.1%

【世論_質問18】

知っていて、誰かに紹

介したことがある

32.4%

知っているが、誰かに

紹介したことはない

46.7%

聞いたことはあるが、何

をしているか具体的に

は分からない

5.1%

知らない

2.7%

無回答

13.1%

【推進役_質問24】

23



虐待が疑われる状況を発見した時の通報

必ず通報（通告）する

27.1%

場合によっては通

報（通告）する

66.9%

通報（通告）しない

2.7%

無回答

3.2%

【世論_質問19】

必ず通報(通告)する

46.7%

場合によっては通報

(通告)する

50.6%

無回答

2.7%

【推進役_質問26】

24



虐待の通報先の認知度（複数選択）

49.6

7.1

2.3

1

23.9

26

9.2

1.9

1.6

1.1

8.7

18.1

5.6

0 20 40 60 80 100

区役所（区保健福祉センター）

地域包括支援センター

総合相談窓口（ブランチ）

障がい者基幹相談支援センター

児童相談所全国共通ダイヤル（１８９）

児童虐待ホットライン

こども相談センター

大阪市福祉局高齢者施策部介護保険課指定・指導グループ

大阪市福祉局障がい者施策部障がい福祉課

大阪市福祉局生活福祉部地域福祉課

その他

知っている通報（通告）先はない

無回答

（％）【世論_質問20】

78

72.9

28.8

6.9

30.4

46.7

28

3.5

2.2

1.8

5.3

0.8

2.4

0 20 40 60 80 100

区役所（区保健福祉センター）

地域包括支援センター

総合相談窓口（ブランチ）

障がい者基幹相談支援センター

児童相談所全国共通ダイヤル（１８９）

児童虐待ホットライン

こども相談センター

大阪市福祉局高齢者施策部介護保険課指定・指導グループ

大阪市福祉局障がい者施策部障がい福祉課

大阪市福祉局生活福祉部地域福祉課

その他

知っている通報（通告）先はない

無回答

（％）【推進役_質問27】

25



虐待の通報をためらう理由（複数選択）

64.7

20.4

20.2

17.9

32.6

2.4

7.1

10.4

0 20 40 60 80 100

虐待ではないかもしれないから（虐待の証拠がないから）

通報（通告）したことを相手に恨まれるかもしれないから

誰が通報（通告）したか相手に知られるかもしれないから

面倒に巻き込まれたくないから

誤って通報（通告）した場合、相手がショックを受けるから

その他

理由は特にない

無回答

（％）【世論_質問21】

76.3

11.6

12.4

4.7

36.5

4.3

2.9

8.2

0 20 40 60 80 100

虐待ではないかもしれないから（虐待の証拠がないから）

通報（通告）したことを相手に恨まれるかもしれないから

誰が通報（通告）したか相手に知られるかもしれないから

面倒に巻き込まれたくないから

誤って通報（通告）した場合、相手がショックを受けるから

その他

理由は特にない

無回答

（％）【推進役_質問28】
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知っている権利擁護の制度・事業（複数選択）

44.5

21.6

8.5

5.7

41.3

8.3

0 20 40 60 80 100

成年後見制度（法定後見制度）

成年後見制度（任意後見制度）

あんしんさぽーと事業

市民後見人

知っている制度などはない

無回答

（％）
【世論_質問22】

82.4

51.2

65.1

51.4

2.7

2.4

0 20 40 60 80 100

成年後見制度（法定後見制度）

成年後見制度（任意後見制度）

あんしんさぽーと事業

市民後見人

知っている制度などはない

無回答

（％）
【推進役_質問29】
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